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　残暑お見舞い申し上げます。この度多くの支持を頂き再選することができました。付託に
応えられるよう精進いたします。
　大雨災害で被災された皆さまにはお見舞いを申し上げますとともに早期復旧をお祈りいた
します。

平成29年第2回定例会　7月21日「一般質問」
問　市内の農林業、製造業、建設業、商業などあら
ゆる産業の振興を目指しリンクさせることで、交流
人口の拡大と市内産物の販路拡大に繋げることがで
きる。ニーズが多様化し小さくなった需要を確実に
獲得するため、個別に発信している市内各種産業等
の情報を一元的に集約管理して発信する仕組みまた
は組織を構築するべきだがどうか。

答　「魚沼市版ポータルサイト」を立ち上げ、そ
の中で発信管理していくことも一つの方策であり、
その情報発信を行う組織も、関係団体と協議を進
めながら研究していきたい。

問　食でつながる元気なまちづくり推進事業にお
いて市内のみならず市外に向けた発信に力を入れ
外貨獲得を目指すべきだがどうか。

答　市内事業者のショッピングサイトを活用して
魚沼ブランド推奨品の PRや「食まちうおぬま」に
関連したイベント情報を発信いただいているほか、
魚沼特使や郷人会を通した首都圏等への情報発信
を行っている。

問　地域住民のニーズと市外国外の来訪者の最大
ニーズに応えるため、光高速通信の環境整備が必
須である。国県の補助を待たずに市独自で整備す
るべきだがどうか。

答　平成 18 年に国の制度を利用してADSL を整備
しており、その後 13 年は新しい補助を受けられな
いことになっている。県の制度とも併用できない
ため、早くても平成32年度に事業着手できるよう、
国・県の制度を見ながら検討していきたい。

一般質問

平成29年7月大雨災害の状況
　 建 物 市 道 国県道 河 川 水 路 農林施設 ライフ

ライン
公共施設
ほか

災害復旧費
（概算）

7月3,4日 4 21 20 7 2 119 0 4
12億2,600万円

7月18日 520 35 27 12 9 195 6 30

注： 上記災害復旧費は市の補正予算計上分（財源は財政調整基金。早急な復旧を実施するため、計上された補正予算を可決、
併せて市は国県の補助を求め収入を確保し補うこととした。）

（箇所）



富永三千敏 議会活動の概略
月 日 曜日 内　　　容 月 日 曜日 内　　　容

魚沼市議会の本会議がインターネットで見ることができます。魚沼市 → 魚沼市議会 → 本会議録画映像配信
また、議事録もご覧いただけます。

3 28 火 尾瀬ガイド協会新潟支部総会

4

1 土 湯之谷小学校内覧会

3 月 広報編集委員会

4 火 下折立老人会総会

10 月 広報編集委員会

10 月 湯之谷中学校入学式

11 火 湯之谷小学校入学式

12 水 広報編集委員会

15 土 奥只見郷ネーチャーガイド総会

20 木 観光協会総会

23 日 東湯之谷コミュニティ協議会総会

5

1 月 全員協議会

8 月 議会報告会（守門）

9 火 議会報告会（湯之谷）

10 水 議会報告会（堀之内）

16 火 会派会議

16 火 地域医療対策特別委員会

17 水 湯之谷商工会総会

18 木 庁舎再編整備特別委員会

19 金 広報編集委員会

22 月 議会報告会実行委員会

22 月 総務委員会

23 火 観光協会総会

25 木 福祉文教委員会

27 土 湯之谷小学校運動会

5
29 月 臨時議会

30 火 食品衛生協会総会

6

1 木 魚沼から行く尾瀬開通式、小沢平整備

1 木 全員協議会

27 火 第 5期議員懇談会

7

6 木 小沢平ルート現地調査

7 金 会派会議

9 日 防災訓練

10 月 小出食品衛生協会マレットゴルフ大会

11 火 第 2回定例会初日

18 火 第 2回定例会　一般質問

19 水 第 2回定例会　一般質問

20 木 総務委員会傍聴

20 木 福祉文教委員会傍聴

21 金 産業建設委員会

21 金 第 2回定例会　一般質問

22 土 うおぬま夏の雪まつり

23 日 うおぬま夏の雪まつり

24 月 湯之谷小学校自転車安全教室

25 火 尾瀬現地調査

26 水 尾瀬現地調査

28 金 小沢平ルート四者協議

31 月 第 2回定例会最終日

8
3 木 ヒルクライム実行委員会（安全施設設置作業）

3 木 産業建設委員会（大雨被災視察）

【 小沢平登山道について 】

　尾瀬が日光国立公園から分離独立した平成19年 8月 30日から
数え、今年で 10 周年を迎えました。魚沼から行く尾瀬を PRす
ることから発展し、小出インターの尾瀬の看板の添架設置と小学
生等の尾瀬環境学習が実現しています。
　魚沼から行く尾瀬の象徴である小沢平（こぞうたいら）ルート
は数多くある尾瀬の登山道の一つで、御池に続く自動車道が開通
する前は、新潟から尾瀬に入る唯一の入山口でした。小沢平ルー
トは、渋沢温泉、三条ノ滝そして平滑ノ滝を通り尾瀬ヶ原に続く
ルートです。小沢平からウサギ田代分岐までのこの登山道そのも
のはブナやトチやその他の巨木の林内を行く落ち葉が敷き詰めら
れた歩きやすいルートですが、高石沢、渋沢（しぼさわ）の川を
徒渉する必要が出てきました。これまで渋沢温泉小屋の主人が簡
易の橋を架け、流されると元に戻す作業をしていましたが、廃業
したためこれまでの橋のかけ直しや登山道の刈り払いなど管理を
する人が不在となってしまいました。
　しかし、関係の魚沼市、檜枝岐村、環境省自然保護官、尾瀬保
護財団とこの登山道に関する協議がスタートしました。当面は「川
の徒渉が必要であり入山には注意して下さい。」と注意喚起を尾
瀬保護財団のHPに載せたり関係団体の尾瀬マップ等に記載する
ことと、継続して協議していくことを確認しました。

尾瀬国立公園
誕生 10 周年


